
三五第　巻四第

書
手

窒
稟
轟
麗
農
可

大
正
八
年
鰯
月
二
十
七
謎
聞
励
納
本
（
毎
月
一
山
一
口
操
行
）

　
　
　
大

　
　
　
正

　
呼
五

　
　
　
月

　
八

　
　
　
一

五
號
日

　
　
　
行

目
レ
一
．
d
．
ぴ
．
¢
氏
の
風
負
理
四
丁
と

其
の
鷹
用
＝
∵
：
・
：
・
：
：
：
・
丈
學
士
　
岩
井
勝
二
郎

意
志
の
内
容
：
・
：
・
・
：
：
：
：
交
學
博
士
　
西
田
幾
多
郎

無
意
識
：
：
・
：
・
：
・
：
：
：
：
丈
學
士
千
葉
胤
成

戒
臨
伴
の
就
・
曾
學
的
見
解
：
：
：
：
交
學
博
士
　
谷
　
　
本
　
　
　
皆
田

心
理
的
非
心
理
的
：
：
：
：
：
・
丈
學
士
務
毫
理
作

内部難文撃大國帝都京

　會學哲都京
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京
都
良
禽
會
規
則

　
　
一
、

第
六
條

　
三
校
、

　
諏
卜
子
得

第
七
燦
　
＾
曾
員
ハ
倫
誌
賀
ト
シ
テ
年
球
…
圓
八
拾
鈍
、
前
後
二
期
昌
分
チ
テ
晶
剛
納
…
ス

　
ペ
キ
モ
ノ
ト
ス

第
八
條
　
會
員
ハ
本
會
ノ
諸
却
糠
ノ
禽
隔
A
口
昆
出
席
ス
ル
コ
ト
チ
得
一
日
酬
ツ
雑
詰
『
哲

　
墨
・
研
究
』
ノ
配
付
チ
受
ク

第
九
條
　
本
愈
規
則
ノ
改
正
墾
更
ハ
委
員
會
ノ
決
議
昌
俄
ル

本
會
チ
京
都
土
盛
會
ト
栂
ス

本
會
ハ
廣
磯
昌
於
ケ
ル
弓
取
甲
ノ
研
究
及
其
聾
及
チ
以
テ
隠
日
的
ト
ス

本
會
ハ
蘭
條
ノ
同
的
チ
建
セ
ン
が
爲
メ
左
ノ
購
鐸
チ
行
フ

毎
月
一
回
研
究
愈
チ
開
ク

毎
年
春
秋
二
嗣
公
開
講
演
會
チ
開
ク

毎
月
一
回
難
誌
『
哲
學
研
究
』
チ
爽
行
ス

本
愈
獅
事
務
所
チ
京
都
一
層
。
穴
學
交
學
部
内
昌
署
一
ク

団
円
ノ
誹
業
チ
紹
瞥
ス
ル
爲
メ
呂
左
ノ
役
員
チ
羅
ク

委
員
（
若
干
名
）
京
都
帝
園
大
學
丈
學
部
哲
學
科
教
官
及
委
員
三

二
於
．
テ
推
薦
シ
タ
ル
者
チ
以
テ
之
昌
充
ッ

訟
圓
詑
　
（
一
名
）
釆
筑
員
會
昌
於
テ
醐
馴
託
ス

本
會
ノ
趣
旨
二
賛
同
ス
ル
者
ハ
何
入
輌
＝
ア
モ
會
員
タ
ル
コ
ト
チ
得

闇
旧
館
、
教
育
會
、
其
他
ノ
團
膿
ハ
其
劉
膿
ノ
名
チ
以
テ
入
會
ス
ル

京
都
哲
學
會
役
員

委
　
員

書
　
記

文
學
博
士
波
多
野
精

二
三
三
士
西
田
幾
多

文
學
博
士

交
藩
士

朝
　
永

千
　
葉

文
學
二
士
　
狩
　
野

交
學
薄
士

胤
　十

成郎　郎　L・

直
　
喜

高米

瀬田

武庄

次太

郎三

交
學
士
　
植
　
田

文
學
達
士

丈
學
簿
士

交
學
博
士

丈
譲
簿
士

文
學
博
士

寳小藤深松野
田本上嚴西井

文健

壽
　
藏

方重治康三俊

治直郎算郎夫
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「

　
　
　
　
　
　
哲
　
學
　
研
　
究
　
　
藥
三
十
．
八
蟄

す
る
、
　
ユ
ー
ゼ
論
ッ
ク
人
を
適
用
す
る
。
し
か
し
之
が
利
耀
遽
珊
に
、
廓
、
際

々
の
翻
制
限
の
あ
る
こ
と
〃
施
肥
れ
．
て
は
な
ら
ぬ
。
　
そ
こ
で
ど
ら
し
ゲ
、
も
、
結
騎

は
不
健
金
灘
の
隔
離
駈
や
、
　
苦
痛
な
き
去
勢
法
を
組
ひ
な
け
れ
ば
な
ら
練
様

に
な
る
。
　
岱
慨
級
移
住
斌
の
雍
住
を
防
止
す
る
こ
と
も
必
要
で
か
6
9
る
。
跳
ハ
穂

彊
禰
嫌
瞼
遡
度
、
　
衛
生
難
態
の
改
．
航
等
學
衛
の
感
賞
と
熱
心
4
9
努
力
等
に
よ

っ
て
、
都
市
生
活
が
家
族
に
及
ぼ
す
不
健
全
な
る
影
響
を
、
と
り
去
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
の

が
構
來
る
こ
と
を
、
私
望
姫
信
ず
る
も
の
で
あ
る
。
鋭
々
。

月

曜
　
愈

　
三
飯
十
七
β
午
後
七
時
よ
り
軽
科
大
判
坐
理
學
教
釜
に
於
て
開
會
、
　
石
紳

潜
函
の
本
誌
三
潟
號
に
叢
表
し
た
る
蜘
機
能
戯
画
澱
心
理
學
』
に
就
て
討
究
せ

リ
。
　
石
塁
、
旅
松
、
黒
鵤
植
田
、
安
部
、
由
角
、
久
松
諸
君
鍵
席
丁
。

寄
贈
書
籍
雑
誌

倫
理
畢
綱
要

八紅ダ
木裏馨
沼　　シ

源正1
八美要
覧

一
二
六

大
　
　
同
　
　
億

　
哲
峰
難
誌
、
心
理
研
究
、
棄
洋
哲
學
、
六
夢
難
誌
、
東
曲
之
光
、
無
鑑
燈

密
宗
學
諏
、
早
稻
田
丈
學
、
學
絞
教
育
、
教
育
、
内
外
教
育
評
論
．
國
坂
教

育
、
教
育
學
術
界
、
教
育
界
、
教
育
研
究
、
教
育
上
諭
、
漿
京
教
育
、
奈
良

縣
数
育
、
欝
岡
縣
敏
育
、
近
江
敏
育
、
蚊
阜
縣
敏
育
、
部
市
教
燦
1
3
、
僑
濃
敦

育
、
趣
賀
縣
敦
育
、
長
崎
縣
教
育
難
誌
、
宮
城
敏
育
、
愛
媛
教
育
、

　
　
　
9

薗三目三

脚
　
支
那
思
想
史
よ
ら
観
回
る
回
国
省
：
：
・

土
師
寺
三
軍
論
・
：
：
：
：
：
・
：
・
：
・

：
・
：
・
交
學
博
士
服
部
宇
之
吉

：
：
：
：
丈
學
士
　
土
　
　
田

杏
　
村

プ
リ
メ
ト
テ
レ
婁
ス
の
倫
理
と
二
心
…
…
…
…
…
…
丈
學
博
士
藤
井
健
治
郎

貿
蹉
下
聞
単
玉
下
読
に
就
て
：
：
：
：
：
：
：
・
：
：
：
：
・
文
學
士
、
尾
　
生
　
光
　
三
　
郎

最
近
心
理
學
の
登
達
：
：
・

・
：
・
：
：
・
：
・
：
：
：
丈
學
士
　
深

田

武



盒
廟

告贋定

一
、
本
・
曾
へ
入
居
希
望
ノ
方
仁
王
三
三
會
宛
テ
昌
卿
申
込
被
下
度
嫉

　
一
、
愈
員
ニ
シ
テ
輔
居
セ
ラ
レ
タ
ル
箭
ス
直
チ
昌
其
旨
御
報
知
被
下

　
　
度
候

　
輔
、
命
柚
阻
ハ
振
紬
替
口
座
大
阪
曇
認
0
歯
ハ
山
ハ
礒
紗
蕃
｝
、
｛
泉
都
一
暫
墨
魯
宛
テ
昌

　
　
獅
彿
込
被
適
度
候

　
一
、
本
誌
ノ
編
輯
二
關
ス
ル
通
信
及
紹
介
・
新
刊
書
・
交
換
雑
誌
等
ハ

　
　
凡
テ
本
會
宛
テ
昌
御
獲
邊
被
下
度
候

　　

@　

@　

@　

@
嫌
都
響
醐
大
静
京
都
哲
學
禽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
口
座
大
阪
審
’
0
山
ハ
六
蟻
一
番
　
・

肌一六

籔
　
｛
定
　
　
　
　
　
横
　
「
郵

珊
一
金
　
砥
拾
　
蕊
　
銭
一
金

研
（
前
金
と
金
壷
圓
五
拾
銭
　
不

　
　
　
　
　
　
　
　
参
　
　
　
圏
一
不

劇壷

」
旧
　
二
　
冊
（
前
金
）
一
溜

税
鑓受受

塵
び
豊

一
頁
　
　
金
拾
　
　
圓

牛
頁
　
金
六
　
欄

証文親定

◎
會
員
に
あ
ら
ざ
る
講
識
者
の
御
馳
丈
及
び
廣
告
に
闘
す
る
件
は
蟹

　
女
館
へ
御
向
込
下
さ
れ
度
懐

◎
本
誌
の
御
註
丈
は
す
．
’
、
て
代
金
郵
殺
共
前
金
に
て
彿
逡
墳
下
さ
る

　
べ
く
候

◎
振
紫
貯
金
に
て
御
　
逡
金
は
（
東
京
二
八
O
圃
誉
）
蜜
突
館
⊥
冤
に
纐
上
盤

◎
前
金
切
れ
の
場
合
は
幣
封
に
「
晶
削
盆
切
」
の
印
章
押
捺
…
敷
・
ず
べ
き
に

　
付
直
に
御
挑
込
下
さ
れ
度
軟

◎
見
本
御
入
用
の
揚
合
は
金
鼠
拾
銭
御
逡
り
下
さ
れ
度
候

◎
特
に
請
求
書
及
領
牧
磐
等
を
要
す
る
揚
合
は
郵
券
三
銭
獅
邊
付
下

　
さ
れ
度
縦

．

大
正
八
年
四
月
二
十
七
臼
即
刷
納
本

大
正
八
年
五
月
　
　
一
　
日
獲
　
　
行

載鯨禁

編
輯
者

右
代
裏
春

蝉
三
十
八
號

製複許不

獲
行
者

印
刷
春

印
刷
所

第
四
得

第
五
珊

京
都
帝
國
大
墨
丈
學
部
内

　
　
　
京
都
十
二
會

寳
　
嚴
　
方
　
治

大
葉
　
久
　
吉

東
京
市
日
本
櫨
…
薩
ホ
霧
町

三
　
丁
　
目
　
　
十
　
　
七
　
　
番
　
地

青
柳
十
一
郎

東
京
市
牛
込
謎
市
谷
湘
賀
四

一
　
丁
　
　
目
　
　
十
　
　
二
　
瓢
賀
　
地

秀
英
含
第
一
工
揚

襲
行
所
雛
瀦
題
聾
臨
麗
㏄
溺
正
文
館

襲
萱
元
麟
魑
鰭
灘
寵
舜
關
欧
文
馬

齢
捌
所

（
東
京
）

良
明
堂
、

（
京
都
）

東
京
堂
、
東
海
堂
、

上
田
屋
　
（
大
阪
）

寳
丈
館
（
戦
船
）

北
隆
館
、

盛
塩
館

費
文
館

　　　艘　■
　、噌　嚇　’　wr　“an　¶　騙



一
幕遜下雲晦の福二著

　
　
9

冊萱全華華
圓飾金｛費定

評二十金門門

著
者
、
就
會
學
の
研
鐙
に
從
寵
せ
ら
る
＼
こ
と
既
に
十
年
語
常
に
母
野
の
純
理
に
没

頭
し
て
、
其
嚢
達
の
趨
勢
に
後
れ
ざ
ら
ん
と
努
力
せ
ら
れ
た
り
。

本
書
は
憂
悶
に
成
れ
る
苦
心
の
無
作
十
二
章
を
牧
む
。
冷
静
氷
の
如
き
理
論
に
包
む

に
、
人
類
の
愛
、
詩
的
情
熱
を
以
て
す
る
所
、
一
巻
の
特
色
に
し
て
、
叉
充
分
に
著

者
の
學
風
を
味
ふ
に
足
る
べ
し
。

特
に
又
大
戦
の
終
結
と
共
に
、
世
界
に
於
け
る
就
會
組
織
の
攣
革
將
に
近
か
ら
ん
と

す
、
此
時
勢
の
必
要
に
慮
じ
て
、
就
會
の
根
本
的
性
質
を
明
か
に
し
、
肚
會
的
思
潮

の
眞
髄
を
味
は
む
と
す
る
入
士
に
と
り
て
は
、
最
も
有
盆
な
る
大
文
字
な
り
。
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ノ
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唱要の書表

六五四三ニー一一

祀
會
進
化
論
の
性
質

三
二
法
則
の
性
質

統
計
的
方
法
と
暴
騰
法

生
死
減
少
逆
行
の
法
則

貧
富
と
出
生
率

分
離
論

：十十十九八七

i　資家分肚
／現寸本族業會
代生家のに的

1文學的特つ定
：明蓬集早い量
：の上積》ての
迷　談肚　聖
母　の會　鋼

　1　託り
生　究團
産　　結
政

i策
：の

否
定

二二叡二二本日市京島

番O八二京東替振
半文暴讐灘糠館

哲
　
箏
　
珊
　
究

窮
三
十
・
八
號
聯
四
蜷
五
器
正
ド
麦
抑
へ
侮
朝
卜
掴
）
（
論
証
紐
簿
姻
朋
懲
旧
）
　
定
価
金
武
拾
五
鏡


